21世紀型能力の育成をめざした算数科の授業づくり -第1学年「ふえたり　へったり」の指導を通して by 片山, 元
岡山大学算数・数学教育学会誌
fパピルスj第22号(却15年)39頁-49頁
2 1世紀型能力の育成をめざした
算数科の授業づくり
~第1学年「ふえたりへったり」の指導を通して~
片山元*
研 究の要約 -・._...ー・......・・・.・---ー・---・--' 
) 平成25年3月に国立教育政策研究所から， r 21世紀型能力Jが提案されている。 j
;低学年においても， r話合い活動Jを重視した授業改善が求められているが，既習の i
l知識や技能を基に自分なりの考えを引き出すことはできても，算数の本質に迫る「学'
び合い」を成立させることには厳しい現実がある。
そこで， r本当に，そうなのか?J rどうして，そのように考えたのか?J と，本
!時のねらいに迫る視点を絞って批判的に問い直す学習活動を意図的に組み込むこと
;で，自力解決で得た考えについて，根拠をもとに友だちと説明し合ったり確かめ合っ
;たりする思考活動を活発化させていくことにつながるのではないかと考えた。
! 本実践は， 1年「ふえたり へったり」の授業づくりを通して，前述の r2 1世紀
i型能力Jの中核をなす「思考力j，とりわけ「批判的思考力Jにスポットをあてて提
:案したい。
key-words: r 2 1世紀型能力j， r批判的思考力J
1 はじめに
平成25年3月に示された国立教育政策
研究所の『社会の変化に対応する資質や能
力を育成する教育課程編成の基本原理[改
訂版Hによると， r変化の激しい社会に
おいては，学校で学んだ知識や技能を定型
的に適用して解ける問題は少なく，問題に
直面した時点で集められる情報や知識を入
手し，それを統合して新しい答えを創り出
す力が求められている。なおかつ，アイデ
アや情報，知識の交換，共有，およびアイ
デアの深化や答えの再吟味のために，他者
と協働・協調できるカが必須となってきて
*岡山大学教育学部附属小学校
いる」とされている。こうした変化の激し
い社会に対応するために， r 2 1世紀型能
力」が提案されている。(資料1) 
r 2 1世紀型能力Jは，学力の三要素
(1基礎的・基本的な知識・技能の習
得， 2知識・技能を活用して課題を解
決するために必要な思考カ・判断力・
表現力等， 3学習意欲)を「課題を解
決するため」の資質・能力という視点
で再構成し，さらに， r確かな学力」
と「豊かな心J，r健やかな体Jの育
成という現行学習指導要領が目指す知
.育・体を総合的に関連付けて捉えた
上で，これからの学校教育で身に付け
させたい資質・能力として示したもの
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である。具体的には. r思考力Jを中
核としてそれを支える「基礎力J.そ
の使い方を方向付ける「実践力Jとい
う三層構造で構成されている。 r2 1 
世紀型能力」は，今日，諸外国で求め
られている能力観とも一致しており，
学校生活全体，全ての教科や領域等を
貫いて育てたい資質・能力であり.r生
きる力j をより実効性のあるものとし
て，どう発揮するかという方向性を示
買科Ir21世記費傭力Jについて(r国立・育政車町究所J圃餌より引用)
このことから，算数科の授業においても，
r 2 1世紀型能力」の育成をめざした授業
づくりが求められていると言える。
2 本実践で重視するr21世紀型能力」と
iま?
本実践は. 1年「ふえたりへったり」
の授業づくりを通して，前述の r2 1世紀
型能力jの中核をなす「思考力J. とりわ
け「批判的思考力Jにスポットをあてて提
案したい。
低学年においても，一般的な課題解決型
の授業 (r課題をつかむJr自力解決をす
るJr話し合うJrまとめるJ)の一連の学
習活動の中で，とりわけ「話合い活動Jを
重視した授業改善が求められている。既習
の知識や技能を基に自分なりの考えを引き
出すことはできても，算数の本質に迫る「学
び合いJを成立させることはなかなかに厳
しい現実がある。そこには，自己中心的で
友だちの発言や考えに目が向きにくい，教
師に向かった説明が多く児童相互の話合い
になりにくい，他者の考えを聞く必然性や
目的意識が希薄で新たな発言や考えを受け
入れにくい，などといった低学年児童によ
く見られる課題がある。
そこで. r本当に，そうなのか?J rど
うして，そのように考えたのか?Jと，本
時のねらいに迫る視点を絞って批判的に問
い直す学習活動を授業の中に意図的に組み
込むことで，自力解決で得た考えについて，
根拠をもとに友だちと説明し合ったり確か
め合ったりする思考活動を活発化させ，学
習集団全体において合意形成を図っていく
ことにつながるのではないかと考えた。授
業者は「答えが出てから，授業が始まるJ
といった意識をもって. r批判的思考力」
を重視した算数科の授業改善を提案してい
きたし、。
3 本単元について
本単元は，算数科学習指導要領解説，第
1学年2内容Ar数と計算J(2) に示さ
れた指導事項のうち.r加法及び減法が用
いられる場合について知ること」の基礎と
なる体験を豊かにするために設定されたも
のである。(資料2)
内容A 数と計算 (2)
(2 )加法及び減法の意味について理
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解し，それらを用いることがで
きるようにする。
ア加法及び減法が用いられる場面
について知ること。
置料2r指噂事項Jについて(r揮舷科事習指輔贋鯛解脱」より引用}
前単元までは. 1 0までの数の概念につ
いての「かずとすうじJ. 1 0までの数の
合成 ・分解についての「いくつといくつJ
の学習である。本単元では，次単元以降に
学習するたし算とひき算の素地をつくるた
めに. rでんしゃごっこ」という活動を通
して，数量が増減する場面を体験させる。
次々に変化していく数量に着目して，数の
増減の意味を理解し，たし算やひき算の意
味理解の素地を養うことをねらいとする。
「たし算やひき算の意味理解の素地Jにか
かわる主要な学習内容は.r i!目減を表すこ
とば」と「数図プロックの操作Jの習得で
ある。たし算やひき算を学習する際には，
「ふえるJや「へるJに相当することばを
使って場面を表現し，理解していく必要が
ある。そういったことばを「数図プロック
の操作Jを通して，確実にイメージできる
ようにしておくことが大切である。数量の
糟減に対応する数図プロックの操作を体験
的に学習しておき，以後の学習へとつない
でいくようにしたい。
4 :lド実踏のポイント
児童は，これまでに具体物から数図プロ
ック，数図なrの媒体を通して，数字とい
う抽象的な記号を学び，集合数や順序数に
ついて理解してきた。また. 10までの数
の構成(合成 ・分解)を学習し，数の概念
を深めてきた。本校の児童の多くは，生活
体験としてパス ・電車の乗り降りを経験し
ている。本学級の児童35名の中で，通学
時にパス ・電車を利用している児童は24
名もいる。しかしながら，パス ・電車の乗
客の乗り降りを数の糟減という見方ではと
らえていなし、。教室で電車に乗り降りをす
る場面を設定して，模擬的な体験を楽しま
せながら、数の増減に着目させていきたい。
また，児童は「でんしゃごっこjの役割
演技に対応して，数図プロックの操作をし
ていく。その際に r5人のってきました。
5人ふえたので.7人になりました」など，
数図プロックの操作と共に声に出させるよ
うにさせる。数図プロックの操作では.rふ
えるJrへるJといった数の増減の動きが
対応していることが大切である。何度も繰
り返し操作して. rことば」と「操作」と
いう算数的な表現が正しく結び付いていく
ことが肝要である。「でんしゃごっこJと
いった具体的な動きに基づく数図プロック
の操作を通して，動きと算数的な表現(fこ
とばJと「操作J)を結び付けながら説明
し確かめていく展隣となるように留意した
し、。
5 指導の実際
(' ) 単元名 「ふえたりへったりJ
(2) 単元回線
O数が「ふえたりJrへったりJする事象
に興味 ・関心をもち，進んで変化の様子
をとらえようとする。
(算数への関心 ・意欲・態度)
O数の増減の意味を具体的な事象や操作と
関連付けて考えることができる。
(数学的な考え方)
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0数の増減に着目しJ rふえたJrへった」
ということばで話をしたり，数図ブロッ
クを操作したりすることができる。
(数量や図形についての技能)
O数が「ふえたりJrへったり Jする事象
について，作業的 ・体験的な活動を通し
て，その意味を理解している。
(数量や図形についての知識 ・理解)
(3) 単元計画(全1時間)
第1時 「でんしゃごっこ」を通して，数
の増減する場面を体験的に考える。[本時]
本実践は，平成 27年度岡山大学教育学
部附属小学校第l学年い組(男子 18名，
女子 17名)で行った。
以下，授業の具体をもとに，本実践の実
際を示していきたし、。
学習活動1
問題場面(fでんしゃごっこJ)を
把握し，本時のめあてをつかむ。
まずは授業の導入において，授業者がお
客さんが乗っている路面電車の場面絵を提
示し、パスや電車に乗り降りした経験を想
起させた。そして J rwももでんJには，
おきゃくさんがなんにんのっているの
かな?J といった問題を提示し，場面絵の
お客さんの人数を問うことでJ r電車に乗
っているお客さんの数Jに着目して J rで
んしゃごっこJを進められるようにした。[ …こJの約束1 ・「ももたろう」運転手の「ももでんJI 
がJ rももJrいぬJrさるJrきじJI 
駅に停車する。 I
-それぞれの駅で，乗客が乗り降りす
る。
・運転手は，それぞれの駅で車内の乗
客の人数を正しく知りたいと思って
いる。
2人や3人といった少ない数で「でんし
ゃごっこJを試す活動を取り入れることで，
「でんしゃごっこJの仕方やJ rお客さん
が乗り降りする様子Jr電車に乗っている
お客さんの数j といった体験の中でとらえ
させたい要素を明らかにし，本時のめあて
を次のように導くようにした。
[ めあて
なんにんに なったのかな?
学習活動2
電車に乗り降りする様子を役割演技
やことば，数図プロックの操作などで
表し，お客さんの人数を考える。
「ももえきjから順に fいぬえきJま
で「でんしゃごっこJの中の役割演技を通
して経験したお客さんの数の増減の変化を
数図プロックの操作を通して再現していっ
た。電車の車両の枠を示したワークシート
の上で，数図プロ ックを操作させることで
具体的なお客さんの動きと数図プロックの
操作を1つずつつなげて考えようとする子
どもの姿が見られた。
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何度も繰り返して数図プロックの操作を ながら，席が隣同士の友だちとお互いのワ
させる中で，お客さんの人数がどのように ークシート上で数図プロックを繰り返し操
なったのかを確かめさせるようにした。 作させながら自分の言葉で数の場減の理由
また，前の駅の数図プロックの数を比較
させる中で， rふえるJrへるJといった
数の増減の動きを表す言葉を対応させ，数
図プロックの操作と数の糟械を表す言葉を
板番で結び付けていった。
学習活動3
お客さんの人数を役割演技やこと
ば，数図ブロックの操作などをつなげ
て確かめ合う。 l僻胸軍司電力l
「でんしゃごっこ」の体験と数図プロッ
クの操作が十分につながり，自分の考えが
明らかになってきたところで，教師があえ
て数を数え間違えたり，減少した数も数え
たりするなど誤答を示し，揺さぶりを与え
た。「どうしてへって(ふえて)いるのか
を伝え合わせた。その際には， r自分と考
えが閉じか違うかJr数図プロックの動か
し方の共通点はどこかjなどの視点を示す
ようにした。子どもは，視点をもって自分
なりの考えを隣の友だちに伝えたり，友だ
ちの考えを受け止めたりする姿が見られ
た。
「どうしてへって(ふえて)いるのか
な?Jといった聞いに対して，子どもは「で
んしゃごっこjの体験を拠り所にした 『批
判的思考』 をはたらかせて，数の増減を表
すキーワードを数回プロックの操作に対応
させながら説明してきた。授業者は，板番
に子どもの説明を位置付けていくことで，
「でんしゃごっこjの体験と数図プロック
の操作，数図プロックの操作と操作を表す
言葉をつなぎ合わせ，数の増減の綾拠を明
らかiこしていくようにした。
な?Jといった疑問や「先生や友だちに理 数の滑械の意味について考えが明らかに
由を説明したし、Jといった相手意搬をもち なってきたところで， rのったり Jrおり
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たりJの他に，数が「ふえたりJrへった が『ふえたり~ wへったり』するお話を考
り」する言葉はないか聞い，子どもから出 えていきたいなjなどと語ってきた。
てきたことばを具体的な場面を想起させた 最後に，これからどんなことを学習して
り，その場面を数図ブロックの操作で表し いきたb、か閉し、かけた際には.rもっとい
たりさせた。これにより， rふえたりJrへ ろいろと数が増えたり減ったりするお話を
ったりJする言葉と数の糟減の意味の結び 考えていきたいなJといった，次の単元に
付きをより確かにすることができた。 向かう学習意欲や見通しが喚起されていっ
「二認でをする。
授業者は，板番の数図プロックの操作イ
メージや数の増減を表す言葉の対応をもと
に自分や友だちの説明のよかったところに
着目させる話題を投げかけた。子どもは動
的な操作と言葉を結び付けて「数の増減の
意味Jについて実感的にとらえることがで
きたことを振り返っていった。
子どもは， rwでんしゃごっこJのお客
さんの数は増えたり減ったりしたよ。どう
して数が繕えたり減ったりしたのかという
と， wのったり~ w降りていったり』した
からだよJr数図ブロックを動かして， wふ
えたり~ rへったり』する言葉に気を付け
てお話すると，噌えたり減ったりした数が
はっきりとわかったよJr数がどんどん『ふ
えたり~ wへったりJ変わっていくのがお
もしろかったよ。Jrもっといろいろと数
6 本実蹟の本時案・板書
た。
o rでんしゃごっこjを過して，数が「ふえたりJrへったり」する事象について進んで
目 標| 数の増減の様子をとらえ，数の増減を表すこと間こ対芯して，数図プロックで樹乍した
り，劉亙プロックで操作したことをことばで表したりするなど，数の噌跡の意味を具体
的な事象キ操作と関連付けて考えることができる。
学習活動
1 問題場面 (rで
んしゃごっこJ)
を把握し，本時
教師の支援と指導の留意点
「でんしゃごっこJ -・・・・・・..----_..----_..-・・・・・・・・・・・-ー-・....... ' 
;・fももたろうJ運転手の「ももでんJが， rももJrいぬJrさるJrきじJi
. 駅に停車オる。 ; 
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のめあてをつか
払
いそれぞれm駅で，乗客が乗り降りする。
j-1臨手は，それぞれm駅で車内の乗客の人数を正しく知りたいと思ってi
; いる。 ; 
問題
「ももでんJにはおきゃくさんがなんにんのっているのかな?
1 (1)お客さんが乗っている電車の場置胎を提示し，パスや電車に乗り降り
した経験を想起させることで.rでんしゃごっこJのイメージと活動
意欲を高めるようにする。
(2)上のような情題を提示し，場直絵のお客さんの人数を問うことで，「電
車に乗っているお客さんの数lに着目して.rでんしゃごっこJを進
められるようにする。
(3) rお客さんの数を檎かめるために，債利なものは何かjなどと問うこ
とで，既習の体験を想起させ， r数図プロックをおいていけばいいJ
U、った活動の忠重しをもたせやすくする。
(4) 2人や3人といった少ない数で「でんしゃごっこJを試す活動を取り
入れることで"rでんしゃごっこ」の仕かや" rお客さんが乗り降りす
る様子Jr電車に乗っているお客さんm数Jといった体験の中でとら
えさせたい要素を明らカヰとい次のようなめあてを導くようにする。
めあて : なλAこ人Aこなったのカ唯?
2 電車に乗り降I (1)電車の車両の枠を示したワーク、ンートを人数分配布することで，役割
りする様子を役| 演技をしない児童も，劉盟プロックを操作してお客さλb数を考えや
審臓技やことは| すくする。
数図ブロックのI (2)使わない数図ブロック凶尼童相l/l)右上の「あんぜんちたいJに置い
操作などで愛し.I ておき，触らないようにする京味を磁器することで，数図プロックの
お客さんの人数| 数を必要数に限定し，操作をしやすくする。
を考える。 I (3) rももえき」から順にrI，、ぬえき」まで役倉臓技と数図プロックの
操作をしていくことで，具体的な動きと操作を1ヴずつつなげて考え
やすくする。
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(4)何度も繰り返して劉調プロックの操作をさせる中で，乗客の人数がど
のようになったの糾畠程と結果を確かめさせたり I rふえるJrへるJ
といった数の増減の動きを表す言葉を姉Eさせたりすることで，劉盟
プロックの操作と数の増減を表す言葉を紘1寸けやすくする。
(5)特に，次の点に留意して机騎携簿を行うようにする。
乗客の人数だけ数図プロックを並べている児童には町でんしゃごっ
こ』の『ももえき』では，何人のお客さんが乗ってきた(降りてい
っ的のかなJと役曾勝哉広働きを確かめる時効討をすることで，
結果だけでなく数の潜械の過程を数図ブロックの操作で表しやすくす
る。
数図プロックを動かしながらIlf'ももえき』では4人とl人が乗って
きたから，あわせて5人になったJなどと数の増減をつぶ明ハている
児童を勃扮することで，根拠を明ら糾こしながら数の増減を説朋しや
すくする。
期待する児童の考え
②「いぬえきJ(~) ③「さるえき」陥る) ④「きじえきJ(~)
4人降りる4人と1人が乗る 3人降りる 5人乗る
r rちもえさ』より
も.敏がへりまし
だ」
r Wさるえさ』で
fel. 5人乗ってきま
したJ
r rいぬえさ』よ
りも.書置がふえま
した」
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r rさるえさ』
よりち.獄がヘり
ました」
拙炉開開 : とろし'C'、令官(&え'C)"紛鱒 ?
3 お客さんの人I3 (1)自分の考えがもてたところで，教師があえて数を数え情漣えたり，減
数を役割演技や| 少した数も数えたりするなど韻答を提示することで" rどうしてへつ
ことば，数図プ| て〈ふえて)いるのかな?Jといっ1当却炉や「先生々咳だちに理由を
ロックの操作な| 説明したいjといった相手意織をもたせやすくする。
どをつなげて確I (2)席が醐司土の友だちとお宜いのワーク、ンート上で数図プロックを樹宇
治場合う。 I しながら自分の言葉で数の構減を説朋し伝え合うベアトークの活動を
l批和則思考力11 取り入れることて繰り返噸句梯作を伶唯がら自分の考えを確
(※上記「期待する | かめやすくする。
児童の考えj内の吃I (3)ベアトークによる説朋¢糠には「自分と考えが閉じカ漣う州噛掴
鯛 | プロック働かし方の共通点はどこか」などの視点尉ようにする
ことで，自分なりの考えを隣の友だちに伝えたり，友だちの考えを受
け止めたりしやすくする。
(4)劃明を板劃こ位置付ける際には数時械を表す翻月のキーワードを
劉亙プロック¢嶋桐こ却むさせTょがら取り上げていくことで，操作と
操作を表す言葉を通して考えの根拠を明らカヰこしやすくする。
(5)説朋し伝え合う活動により「ももえきJと九、ぬえき」の乗客の人
数が実感を伴って明らカヰこなったところで;rももでんjを「さる
えきjや「きじえきjまで走らせる「でんしゃごっこ」やそれに伴
う劉盟プロックの操憎こ取り組ませることで，数の増械の意味につい
て考えをより明らカヰこしやすくする。
(6) rのったりJr.おりたりjの他に，数が「ふえたりJr.へったり」する
言葉はないカ澗い，児童ゆら出てきたことばを具体的な場面を想起さ
せたり，数図プロックの操作で表したりさせることで" r.ふえたり」
「へったりJする言葉と数の繕滅向意味の結び付きをより確州こしや
すくする。
期待する児童の考え
「ふえる」ことぱ l
乗る，入る，来る，もらう，あわせる，ためる，…など。
「へる」ことぱ
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|降りる，出る帰る，あげる，凱使う， なι
4 本時のまとめI4 (1)板番の劉盟ブロックの操作イメー ジキ教の噌減を表す言葉の却むをも
をする。 I とに自分や友だちの棚月のよかったところに着目させる言舗を投げか
けることで，蜘怜操作と言葉を結び付けて「数の増跡わ意味」につ
いて完掛句にとらえることができたことを振り返りゃすくする。
(2)これからどんなことを学習していきたいカ明い加することで" rもっ
といろいろと数が増えたり減ったりするお話を考えていきたいなJと
いった次の単元に向かう学習意欲や思量しをもたせやすくする。
期待する児童の姿
。「でんしゃごっこJのお客さんの数は増えたり減ったりしたけど，数図ブロックを動かした
り， rふえたりJrへったりJする言葉に気を付けてお話したりすると，数がはっきりとわか
ったよ。
C激がどんどん「ふえたりJr，へったり」変わっていくのがおもしろかったよ。もっといろいろ
と数が『ふえたりJrへったりJするお話を考えていきたいえら
問主3・
7 省察
教室で電車に乗り降りをする場面を設定
して，模擬的な体験を楽しませながら、数
の増減に着目させていった。体験を通して，
数の増減の意味を実感的にとらえさせるこ
とができたのではないかと考える。また，
「でんしゃごっこJの役割演技に対応して，
数回プロックの操作を行うようにした。そ
の際には r5人のってきました。 5人ふえ
たので， 7人になりましたJなど，数図プ
ロックの操作と共に声に出させるようにさ
せた。数図プロックの操作では， rでんし
1 
圃園町
亡~コ え
やごっこJ体験を想起させながら『ふえるj
「へるJといった数の糟減の動きを対応さ
せ，何度も繰り返し操作して「ことば」と
「操作」という算数的な表現を正しく結び
付いていくことができた。「でんしゃごっ
こ」といった具体的な動きに基づく数図ブ
ロックの操作を通して，動きと算数的な表
現(rことばJr操作J)を結び付けながら
説明しj確かめていく展開の大切さを再認識
することができた。「本当に，そうなの
か?J rどうして，そのように考えたの
か?Jと問われた際に， rでんしゃごっこ」
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における数の増減の動きを拠り所に，本時
のねらいに迫る視点を絞って批判的に聞い
直し，確かめていく子どもの姿が見られた。
今後も子ども自らが考えを問い直すような
「批判的思考力」の発揮しやすい場面を意
図的に組み込んだ授業づくりに取り組んで
いきたし、
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